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   A case of infected simple renal cyst and three cases of infected polycystic kidney have 
been treated during the 6 years from July, 1976 to June, 1982. One of the 3 cases of 
polycystic kidney, was operated. The other 2 cases were treated with antibiotics. The 
largest cyst in the present studies appeared to be more than 5 cm in diameter on the X-ray 
films. 
   To define the limits to chemotherapy of the infected cyst, the relationship between the 
effect of chemotherapy and the size of the cyst was evaluated from clinical prognosis. 
   From these results, it is strongly suggested that surgical treatment rather than chemo-
therapy is the best treatment for cysts which are more than 6 cm in diameter or in cases of 
marked protrusion of the kidnay and significant deformation of renal calyces. 





































熱 したが,顕 微鏡的血尿が続 くため,紹 介され来院し
た.自覚症状はまったくなく,外来で経過を観察して
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いた と ころ,血 沈 の 上 昇 と と もに,疲 れや す くな り熱
発 した た め 入 院 した(Fig・5)・IVPやNeph「oto'
mographyで,左 腎 に 上 腎 杯 の 変 形 が 中 等 度 に,腎
影 の 上方 へ の突 出が 著 明に み られ た(Fig,6).腎シ
ンチ で,こ の 部 分 にspaceoccupyinglesionが認
め られ た.顕 微 鏡 的 血 尿 を 認 め,尿 の 細 菌 培 養 は 陰 性
で 腎 部 の 叩打 痛 もな か った.腎 動 脈 造 影 で血 管 の蛇
行 と新 生 が 認 め られ(Fig.7)・CTで嚢 胞 で あ る こ と
を 確 認 した.嚢 胞 は 孤立 性 で直 径 は,5・5cmで あ っ
た.以 上 よ り嚢 胞 内 感 染 症 と して 加 療 した.SB-PC
とDKBに よ って,約6週 間 を要 した が,感 染 を 抑
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Fig.6.Nephrotomography(左腎 に 上 腎 杯 の変













Fig.8.DIP(両側 の腎 孟 腎 杯 の 変 形 を 認 め る)
の膿 を も った 嚢 胞液 の細 菌 培 養 は お こな って い な い.
術 後,解 熱 し血 沈 も正 常 とな った(Fig.9).4年以 上
経 過 し,BUNやGreatinineは,正 常 範 囲 内 に あ り,
血 圧 は い く分 高 め で あ るが,元 気 に 生活 して い る,
以 上 の4症 例 の 腎 孟 腎杯 や 腎 影 の 状態 と治療 方 法 を
ま とめ ると,TableIの ご と くに な る.
考 察
腎嚢胞内感染症は,横浜赤十字病院において,1976
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TableI.4症 例 の比 較
症例。甕。。㌦ 鶉 課 瀦 鴬鵬 嚢鷺喜径治療
1(±)(±)120軽 度 ほとんどなし 約5.O化 学療法
2(±)(十)136中 等度 ほとんどなし 約5.5化学療法
3(一)(一)123中 等度 著 明 約5.5化学療法
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